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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 30日 (2007.10.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 間 に 膜 （ ５ ） が 配 置 さ れ た 陽 極 液 室 （ １ ６ ） 及 び 陰 極 室 （ ２ ２ ） を 囲
む 少 な く と も ２ 個 の ハ ー フ シ ェ ル （ ８ 、 １ ０ ） 、 及 び 陽 極 液 室 （ １ ６ ） 内 の 陽 極 （ ６ ） 、
酸 素 消 費 陰 極 （ ４ ） の 設 け ら れ た 陰 極 室 （ ２ ２ ） 、 互 い に 重 な る よ う に 配 置 さ れ 圧 力 が 相
殺 さ れ た 複 数 の ガ ス ポ ケ ッ ト （ １ ５ ） 、 陰 極 液 間 隙 （ １ ４ ） 及 び 選 択 的 に は 後 室 （ １ ９ ）
よ り 構 成 さ れ た 膜 式 電 気 分 解 処 理 用 の 電 気 化 学 セ ル に お い て 、 導 電 性 支 持 部 材 （ ７ ） が 陽
極 液 室 （ １ ６ ） に 設 け ら れ て お り 、 か つ 互 い に 向 か い 合 っ た 同 じ 位 置 に お い て 支 持 部 材 （
３ 、 ２ 、 １ ） が 陰 極 室 （ ２ ２ ） 内 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 膜 式 電 気 分 解 処 理 用
の 電 気 化 学 セ ル 。
　 　 【 請 求 項 】 　 Ｕ 形 輪 郭 （ ２ ｂ ） が 、 ガ ス ポ ケ ッ ト の 後 壁 か ら の 浮 出 し に さ れ 、 支 持
部 品 （ ３ ） が 浮 出 し の Ｕ 形 輪 郭 （ ２ ｂ ） の 基 部 内 に 伸 び て 力 を 直 接 伝 達 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 に 請 求 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス ペ ー サ ー 部 材 １ ａ 、 １ ｂ 自 体 は 、 頂 部 の あ る 点 へ の テ ー パ ー を 有 し か つ 底 部 に は 対 応
し た 二 股 構 造 が 設 け る よ う に 設 計 さ れ る （ 図 １ ） 。 こ れ ら は 、 ピ ン 又 は ス ナ ッ プ 式 取 付 具
の よ う な 保 持 用 器 具 １ ３ の 手 段 に よ り 、 ガ ス ポ ケ ッ ト １ ５ の 水 平 方 向 境 界 １ ２ の 頂 部 に 取
り 付 け ら れ る 。 ス ペ ー サ ー 部 材 １ ｂ の 二 股 部 分 は 下 方 の 次 の ス ペ ー サ ー 部 材 １ ａ の 頂 部 の
上 に 組 み 合 っ て 明 確 に 位 置 を 定 め る 。 同 時 に 、 ス ペ ー サ ー 部 材 １ ａ 、 １ ｂ 間 に 定 め ら れ た
間 隙 が 、 金 属 構 造 よ り も 大 き い 材 料 の 熱 膨 張 を 容 易 に す る 。
　
　 　 　

２

１

本 発 明 の 主 な 特 徴 及 び 実 施 態 様 を 列 挙 す れ ば 、 次 の と お り で あ る 。
＜ １ ＞ 間 に 膜 （ ５ ） が 配 置 さ れ た 陽 極 液 室 （ １ ６ ） 及 び 陰 極 室 （ ２ ２ ） を 囲 む 少 な

く と も ２ 個 の ハ ー フ シ ェ ル （ ８ 、 １ ０ ） 、 及 び 陽 極 液 室 （ １ ６ ） 内 の 陽 極 （ ６ ） 、 酸 素 消
費 陰 極 （ ４ ） の 設 け ら れ た 陰 極 室 （ ２ ２ ） 、 互 い に 重 な る よ う に 配 置 さ れ 圧 力 が 相 殺 さ れ
た 複 数 の ガ ス ポ ケ ッ ト （ １ ５ ） 、 陰 極 液 間 隙 （ １ ４ ） 及 び 選 択 的 に は 後 室 （ １ ９ ） よ り 構
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成 さ れ た 膜 式 電 気 分 解 処 理 用 の 電 気 化 学 セ ル に お い て 、 導 電 性 支 持 部 材 （ ７ ） が 陽 極 液 室
（ １ ６ ） に 設 け ら れ て お り 、 か つ 互 い に 向 か い 合 っ た 同 じ 位 置 に お い て 支 持 部 材 （ ３ 、 ２
、 １ ） が 陰 極 室 （ ２ ２ ） 内 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 膜 式 電 気 分 解 処 理 用 の 電 気
化 学 セ ル 。

＜ ２ ＞ 陰 極 室 （ ２ ２ ） に お け る 支 持 が 多 部 品 の 支 持 部 材 （ ３ 、 ２ 、 １ ） の 手 段 に よ
り 生 じ 、 こ の 場 合 、 一 つ の 支 持 部 品 （ １ ） は 陰 極 液 間 隙 （ １ ４ ） 内 に 配 置 さ れ 、 更 な る 支
持 部 品 （ ２ ａ 、 ２ ｂ ） は ガ ス ポ ケ ッ ト （ １ ５ ） 内 に 配 置 さ れ 、 そ し て 後 室 （ １ ９ ） が あ る
場 合 は 、 第 ３ の 支 持 部 品 （ ３ ） が ガ ス ポ ケ ッ ト （ １ ５ ） 後 方 の 後 室 （ １ ９ ） 内 に 配 列 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ に 記 載 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。

＜ ３ ＞ 陰 極 液 間 隙 （ １ ４ ） 内 の 支 持 部 品 （ １ ） が 互 い に 重 ね ら れ て 配 置 さ れ た 複 数
の バ ー （ １ ） か ら 形 成 さ れ 、 こ れ ら は 、 選 択 的 に は 、 そ の 上 方 端 部 に お い て 、 着 脱 可 能 な
連 結 手 段 （ １ ３ ） 、 例 え ば ス ナ ッ プ 式 連 結 具 （ １ ３ ） を 介 し て 、 電 極 （ ４ ） を 支 持 す る ク
ロ ス ブ レ ー ス （ １ ２ ） に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ 又 は ＜ ２ ＞ に 記 載 さ れ た
電 気 化 学 セ ル 。

＜ ４ ＞ 支 持 部 品 （ １ ａ 、 １ ｂ ） の そ れ ぞ れ の 隣 接 し て い る 端 部 が 、 ト ン グ ア ン ド グ
ル ー ブ 組 合 せ と し て 設 計 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 下 方 支 持 部 品 （ １ ａ ） の 上 方 端 部 が 、 特 に ト ン
グ と し て 設 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ＜ ３ ＞ に 記 載 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。

＜ ５ ＞ 支 持 部 品 （ ３ 、 ２ 、 １ ） が ハ ー フ シ ェ ル （ １ ０ ） の 全 高 に わ た っ て 伸 び 、 そ
し て 第 ２ の ハ ー フ シ ェ ル （ ８ ） 内 の 連 続 す る 支 持 部 品 （ ７ ） と 向 か い 合 っ て 置 か れ る こ と
を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ な い し ＜ ４ ＞ の 一 に 記 載 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。

＜ ６ ＞ ガ ス ポ ケ ッ ト （ １ ５ ） 内 の 第 ２ の 支 持 部 品 （ ２ ａ ） 又 は （ ２ ｂ ） が 、 選 定 さ
れ た 点 、 特 に そ れ ぞ れ の ガ ス ポ ケ ッ ト （ １ ５ ） の そ れ ら の 上 方 区 域 又 は 下 方 区 域 内 の 点 に
お い て 開 口 す る 開 口 部 （ ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２ ３ ａ ） を 有 し 又 は 通 路 （ ２ ４ ） の 開 口 を 残 す
こ と を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ な い し ＜ ５ ＞ の 一 に 記 載 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。

＜ ７ ＞ 第 ２ の 支 持 部 品 （ ２ ） が 、 固 体 の 導 電 性 の バ ー （ ２ ａ ） 又 は Ｕ 形 輪 郭 （ ２ ｂ
） の い ず れ か と し て 設 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ な い し ＜ ６ ＞ の 一 に 記 載 さ れ た 電
気 化 学 セ ル 。

＜ ８ ＞ Ｕ 形 輪 郭 （ ２ ｂ ） が 、 ガ ス ポ ケ ッ ト の 後 壁 か ら の 浮 出 し に さ れ 、 支 持 部 品 （
３ ） が 浮 出 し の Ｕ 形 輪 郭 （ ２ ｂ ） の 基 部 内 に 伸 び て 力 を 直 接 伝 達 す る こ と を 特 徴 と す る ＜
７ ＞ に 記 載 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。

＜ ９ ＞ 支 持 部 材 （ ７ 、 ３ 及 び ２ ） が 耐 苛 性 液 の 金 属 又 は 合 金 、 特 に ニ ッ ケ ル よ り 、
或 い は 耐 酸 性 の 金 属 又 は 合 金 、 特 に チ タ ン 又 は チ タ ン 及 び パ ラ ジ ウ ム の 合 金 か ら 作 ら れ る
こ と を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ な い し ＜ ８ ＞ の 一 に 記 載 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。

＜ １ ０ ＞ 支 持 部 品 （ １ 、 １ ａ 又 は １ ｂ ） が 、 耐 熱 耐 電 解 液 プ ラ ス チ ッ ク よ り 構 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ な い し ＜ ９ ＞ の 一 に 記 載 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。

＜ １ １ ＞ 支 持 部 品 （ １ 、 １ ａ 、 １ ｂ ） が 、 酸 素 消 費 陰 極 （ ４ ） に 面 す る 側 に 金 属 導
電 が な さ れ る こ と を 特 徴 と す る ＜ １ ＞ な い し ＜ １ ０ ＜ の 一 に 記 載 さ れ た 電 気 化 学 セ ル 。
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